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（第３号様式）

会 議 要 旨

会議名 令和 6年度 第 4回館山市下水道事業審議会

開催日 令和 6年 10月 2日（水）

開催場所 鏡ケ浦クリーンセンター ２階会議室 午前 10時～11時

出席者

委員（13名） ※敬称略、委員名簿順

松坂 誠一 米澤 徹 小林 正幸 伏原 由美 八巻 侃

小滝 仁  渡辺 法子 髙橋 和子 角田 吉夫 鈴木 久雄

伏居 丈夫 長谷川 秀徳 鈴木 正一

講師（１名）※敬称略、オンライン

遠藤 誠作（総務省・経営財務マネジメント強化事業アドバイザー）

事務局（７名）

館山市長、建設環境部長 都市計画課長 下水道室長

下水道管理係長、他下水道室職員 2名

公開・非公開の別 公開

非公開の場合の理

由

傍聴者 ０名

会議概要・結果等 １．委嘱状交付

渡辺委員のみ新任、その他は継続して委嘱。

２．市長挨拶

【講義内容】

３．会長・副会長選出

引き続き、会長に角田委員、副会長に松坂委員を選出。

４.下水道使用料の改定について

【事務局からの説明】

・前回の意見を反映した答申の最終案について変更点等を解説。

・遠藤先生より審議会を振り返っての総括を頂く。

【質疑・意見】

①答申を受けて事務局は条例の制定に向けて動き始めると思うが、

議会への説明は前年度の経営戦略も含めて丁寧に説明すること

で、市民への理解も進むと思われるのでぜひして頂きたい。

②審議会の今後の活動について教えて頂きたい。

・事務局）経営戦略～使用料改定の流れは終えることができたので、

後は１年毎に精査を繰り返しながら大きな修正が無ければ

次回のサイクルまで行う予定は今のところない。
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③下水道区域内において人口減が想定されることから浄化槽の区

域を広げ、下水道区域は縮小するべきか。

・遠藤先生）通信不良により後日回答することに。

④浄化槽に市として転換を進めていく場合に補助金制度を制定（強

化）することは考えているのか。

・事務局）近隣市町村に比べて浄化槽補助金額が館山市は少額である

ことについては存じている。これは近隣市町村が下水道を

整備せずに浄化槽１本で処理を進めているからである。交

付要件について県と確認をしなければならないと考えて

いる。

⑤受益者負担の考えに則り、本来であれば（収支均衡の水準まで）

上げなければならないところをなぜ上げることができないのか。

また、市税の投入による不公平についてどのように解消していく

か。故に、今後も料金の改定の必要がある。以上の事について、

市民に向けてしっかり説明していかなければならない。

・事務局）今回遠藤先生から頂いたご意見も踏まえて、浄化槽世帯と

のバランスについて説明するとともに、それでも下水道事

業は（安易に廃止することができないことから）続けてい

かなければならないことを説明していく所存である。

【答申の決定】

・今回の最終案で答申して良いか諮る。

→全会一致で妥当と判断。


















